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丑 特 別講演要 旨
1 王壬e4旺於け る 畠もruc'ture Factor
名 大 碓 井 恒 丸
この仕轟は未完成をのでhろいろと手直 しの必要上 '著者の希望で取b下
げ られました ｡
2 工sing模型におけ る Palr Correlaも10Z3
東大教養 阿 部 龍 蔵
租転移の問題は古典的を体系であっても ,中々難 しい問題である｡その理由
や-つは 'Brag計滞ユユllamS,Bet･ho近似等が Curle-一節elSSの法則
x∝ (T- Tc) を導 くのに対 し ,2次元 Isユng模型の厳密解 ･3次
元の場合の数値計算等は rc< (T- Tcr r(r>1) の関係を支えるか ら






N :ス ピンの総数 ,h-2mfI/kT(m:ス ピン一個あたbの磁気能率) ,
ち- (T-TC)/Tc･g(C,i)-零点の分布関数である｡
t> Oでは g(e･t)-0･eく e c ･が期待される｡ Zaも-Tを与える一つ
の充分条件杖





く P ipa>-jbwc h2十C2 αLC , ち ,I)d61
(I- Tril-r･jl)と書ける｡ FISherの用いたく〟iPj>-F(γ もy)/rス
を仮定すると
r- y (a-A ) ,
yd=∠ゝ - T ,
がえ られる｡ (a:次元数) 0 3次元では
D-5/♂ .i-1 と在るO
-I)88-
